
デザイン学科教授 片岡 祐司
1.研究活動

① 2012年 教員展

発表会場 :名古屋芸術大

学西キャンパスA&Dセ
ンター

期 間 :2012年 6月 15日

～ 20 日

展示内容 :デザインモデ

ル兼試作およびコンセブ

トパネルの展示

②秋葉原 Fチームエコ

ラボ』

ショールーム展示

期間 :2012年 7月 15日

～ 8月 31日

展示内容 :デザインモデ

ル兼試作の展示

東海地区、中小企業の技術を活用し、今後、

社会が特に必要とする省エネプロダクトを企

画すると同時にデザインを開発した。開発製

品は、地元企業が研究中の小型ソーラー発電

システムとミストシステムをベースにし、こ

れを組み合わせて家庭や小規模店舗での使用

を前提としてコンシューマ用の製品を開発。

システムは一切の電力をソーラー発電により

システムを稼動するため、今後予想される夏

季の電力不足下でも十分に活用することがで

きる。これを新たなコンセプトによりその構

造、デザインを一新、新たな製品として提某

した。

ソーラー発電によるミス ト

機構をi舌用 した可搬式環境

クーリングシステムの製品

企画、およびそのデザイン

開発 (地元中小企業のため

のエコ製品提案)

名古屋芸術大学の研究助成

による研究

2011  4  1～

2012  3  31

開発は芸術大学という環境を生かし、将来の

トレンドリーダーとなる、デザインに対 して

意識の高い若年層を中心にスタッフを採用、

これに研究員の経験による判断を付加するこ

とで完成度の高い商品の姿を模索。提案は国

内の乗用車関連用品で、社会動向、自動車市

場動向を考慮し、先行開発 しておかなければ

ならない商品を想定し提案した。

デザイン研究所共同研究

『新世代モビリテイ開発プ

ロジェクトJ

自動車部品メーカーのため

の小型車両のスケッチ提案

2011 4

5

1

31

名古屋芸術大学 デザイ
ン学部デザイン石升究所

プログク ト&ス ペース

ブロック

名古屋芸術大学 デザイ
ン学部デザイン研究所

プログク ト&ス ペース

ブロック十チームエコラ

ボ

束海地区の地元中小企業による環境製品研究

組織『チームエコラボ』の依頼により共同研

究を行い、環境を考慮した次世代新製品の先

行開発を行った。開発対象製品は低炭素社会

の実現に向け、環境の保持、改善に貢献し、

広 く社会に恩恵をもたらすことを前提とし

た。この研究を発展させ、ソーラー発電によ

るミスト機構を活用した可搬式環境クーリン

グシステムの製品企画、およびそのデザイン

を開発、試作モデルまで制作した。

チームエコラボ+デザイン

研究所

プログク ト&ス ペースブ
ロック共同研究

2011  4  1

～ 331

2010  6  1 名古屋芸術大学 Bギ ヤラ

リー

電動車いす先行研究用シヨーモデル Fahcia』

の展示

荻員展

ホング技術研究所主催

名古屋芸術大学 IDコ ー

ス協賛ヽ

会場 :名古屋芸術大学

西キヤンパス X棟 313.

314教室

カーデザイナーの育成を目的に、株式会社ホ

ング技術研究所が主催、名古屋芸術大学が協

賛するデザインセミナー、東海地区の大学や

専門学校でイングストリアルデザインを専攻

する総勢 31名 (名古屋芸大生 11名 )の学生

が参加した。

「ホンダデザインセミナー

2011」

2011  6  4 5

2011  9～ 12 名古屋芸術大学 デザイ
ン学部デザイン研究所

プロダク ト&ス ペース

ブロック

カーメーカーの依頼により、若年向け自動車

リサーチ及びコンセプト制作 の開発を受託。

提案は国内の自動車の範囲で、その動向を考

慮し、先行開発しておかなければならない商

品を想定し、リサーチ、コンセプトの制作ま

でを行った。

F若年向自動車リサーチ及

びコンセプト制作』の受託

研究
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名古屋芸術大学研究紀要 34巻 (2013)

2.教育活動 (教育実践上の主な業績)  大学院授業担当 ■有 □無

『アールブイフォーワイル

ドグース株式会社 新商品
開発Jの受託研究

2011  11  1

-3  31
名古屋芸術大学 デザイ
ン学部デザイン研究所

プログク ト&ス ペース

ブロック

アールブイフォーヮイルドグース株式会社の

依頼により、F新商品開発』の開発を受託。

国内の小型車 4輪駆動車の動向を考慮し、先

行開発 しておかなければならないアフター

マーケット商品を想定しリサーチ、スケッチ

の制作までを提案。開発は芸術大学という環

境を生かし、将来の トレンドリーダーとなる、

デザインに対して意F説の高い学生をスタッフ

に採用、これに経験による判断を付加するこ

とで精度の高い次期商品を開発した。

Fア ールブイフォーワイルド

グース株式会社 辛斤商品開殉
の受話研究について、専門誌

『」IMNY SUPER SUJY』 に

プロジェクトの内容を連載

2012  2～ 6 株式会社芸文社

専門誌 F」IMNY SUPER
SUJYJ 2012年  2、 4、

6月 の各号

アールブイフォーワイルドグース株式会社の

依頼により受託した新商品開発研究の内容を

3号にわたり連載した。

「クリエイティブ業界に就

職するためのポー トフォリ

オの実例集』[単行本 ]執筆

協力

2011  12  22 株式会社ワークスコーポ

レーション書籍

就職活動で実際に使われたポートフォリオを

集めた実例集。この中の、ポートフォリオ業

界研究 3 プログクトデザィン業界について
の解説、およびプロダクトデザイナー 2名の

ポートフォリオ評価を執筆した。

卒業制作展訪問 2011  1～ 3 会場 :各大学卒業制作展

会場

主催 :日 本イングストリ

アルデザイナー協会 中
部ブロック

」IDA企画委員としてイベントを主催。デザ
イン系大学、専門学校の卒業制作展を訪問、

学生のブレゼンテーションを受け作品を評

価。」IDA賞 を授与した。

授業科目 製品企画論 A

◆前期  □後期
工夫の概要 狭材・資料等の概要

デザイナーとしての経験を生かし、デザ

インの現場で何がどのように行われて

いるのか、可能な限り最新の情報を元に

リアルな講義を工夫した。

デザインの現場にできるだけ近似 した

内容のパワーポイントを毎回作成しこ

れを活用した講義。

プログクトデザインにおける様々な

仕事の種類を細かく説明し、今後の

職種選択の参考となるよう講義を進

めた。

講義形式は実際のメーカー内でのブ

レゼンテーションを模した形式で行

い、リアリテイーを持たせた。

また、カラーデザインについては自

動車メーカーから現場のデザイナー

を特別講師として依頼し、特別講義

を開催した。

授業科ロ デザイン実技Ⅲ (PS)ID

◆前期  ◆後期
工夫の概要 教材・資料等の概要

デザイン表現力の向上を第 1目 標とし、

スケッチ、レングリング、モデリングを、

実際に手を動かしながら指導を行った。

また特別公開講座によるスケッチセミ

ナーにも授業として参加した。

プロデザイナーのスケッチやイメージ

ボードなどできるだけ現場での仕事が

体感できるような資料、情報を提供し

た。

デザインイベントや講演会、展示会

などできるだけ多 くに学外授業とし

て参加した。

1 ウェルフェアの見学 (ユニバーサ
ルデザイン関連)

2 アクシスギャラリー『金の卵J展
参加

後期授業ではカーデザインに集中し

たカリキュラムとし、より専門的な

経験を積むことができるようカリ

キユラムを展開した。また、企業に

よるデザインの特別授業を積極的に

取 り入れ、卒業後の進路や、現場の

デザインを理解できるよう配慮した。
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授業科ロ デザイン演習I-1(PS― ID)

◆前期  □後期

教材 資`料等の概要工夫の概要

授業の後半を、名古屋芸術大学とホ

ング技術研究所により開催されたス

ケッチセミナーに参加。これにおい

て、プロデザイナーから集中講義形

式で直接デザインやスケッチの指導

を受け、デザインの現場でどのよう

なデザインやスケッチが必要か実体

験した。

プログクトデザインの中でも特にカー

デザインを中心にその表現技法を学ぶ

演習。これを学ぶことにより、さまざま

な工業製品におけるスケッチ表現の基

礎とする。また将来カーデザインに関す

る仕事を考える学生には、その基本とな

る表現力の習得を目標とする。

スケッチ手順の PPT、 プロデザイナー

によるスケッチサンブルを配布。

授業科目 立体造形

◆前期  □後期

教材・資料等の概要工夫の概要

行程を示すパワーポイントによる講義

を実施。

手を動かし、立体に触れることによ

り三次元の楽しさやデザインの広が

り、可能性を感じ取ることができる

よう指導、特に感動を味わうことが

できるよう心がt)た。 また、他の学
生の作品を全員で評価し、デザイン

やアイデアには限りなく可能性があ

ることを感じさせた。本年度は特に 2

クラス合同で授業を進め、学生がよ

り多 くの作品に触れることができる

よう展開を考えた。

1年生はこれまで立体に触れたことの無

い学生がほとんどで、回転体を製作する

ことで、立体表現に親しみ、興味を持つ

ことを目標とした。

授業科ロ インターンシップ演習

□前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

実際の現場での体験を行うことによ

り、初歩的な職業的技能を身につけ

るとともに、社会人として働 くこと

の意義を感じ取 り、将来の職業選択

や職業意識の育成に役立てることが

できた。また、各自の職業に対 して

の適正も確認することができるよう

配慮 した。この積み上げが成果をあ

げてきており、毎年インターンシッ

プの希望者が増加してきている。

企業での職業体験を通し、実社会でのデ

ザイナーとして働くために心掛けてお

かなければならないことを理解すると

同時に、これに関する事前授業を行い、

マナーやルールを指導した。

学生支援課と共同でインターシップ企

業に関する資料、マナーやルールについ

てのテキストを作成。

授業科目 卒業研究

□前期  ◆後期

教材・資料牛の概要工夫の概要

あえて、資料を用意せず、各自が自分自

身の手で素材を発見することを求めた。

最終学年の最後の作品として、調査

から口果題の発見、その研究に基づき、

製品を開発するまで、プロとして生

きていくためのデザインプロセスを

体験させた。JIDA次世代委員会学生

卒展訪問参加。
より広い範囲にその課題を求め、実体験

を積み重ねる中で課題を発見するよう

に指導。

3.学会等および社会における主な活動

自動車技術会

デザイン部門委員会

2002年 デザイン研究会 として発足、

20(14年 より部門委員会に昇格発足時は

スズキ代表委員 幹事として、211115年
より中立の委員として現在まで活動。

◆活動の目的

ものづ くりの源流にたずさわるカー

デザイナーが広く自信と存在感を示

すための環境作り。

・未来を担う若年層に向けてカーデザ

インの意味や重要性を伝えカーデザ

イナーヘの動機付け。

・日本の自動車産業におけるカーデザ

インの重要性をアピールし、カーデ

ザイナーの社会的地位の向上。
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